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A Case Study on Life History of Two Aboriginal Men 

        in Arnhem Land, North Australia

Toshio MATSUYAMA

   One Djinang man, Mr. WunuWun, a leader of Gamardi 
outstation, visited to Darwin and Katherin when he was 
a teenager, because he wanted to work in the Army or Airforce, 
which were stationed at Darwin in 1944. He stayed in white 
society for 10 years. Then Mr. WunuWun returned to his 
country in Arnhem Land. But he did not stay there. He 
moved to Maningrida, one of the Aboriginal towns in Central 
Arnhem Land, in 1957. 

   Around 1968 he and three kinsmen started to build-up 
Gamardi outstation, in Djinang territory, which was WunuWun's 
mother's country. He has stayed at  Gamardi ever since. 

   He has purchased some modern items, such as TV-Video 
set, two trucks and other things. He received 5,000 A$ per year 
from his bark-paintings, which he sold through the Arts and 
Crafts Centre to white people in cities. 

   The other Djinba group man, Mr. BulunBulun, has stayed 
in Gamardi outstation since 1976, with his wife, who is a sister 
of Mr. WunuWun. He spent everyday for hunting, drawing 
bark-paintings and joining ritual ceremonies. He had no 
experience of city life. 

    Nowadays he owns modern items more than Mr. WunuWun. 
He bought a TV-Video set, a generator, a truck, a refrigerator 

(unusable), an electric fan and so on, from the income obtained 
from selling his bark-paintings. (He gets 5,000 A$ per  year).
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BulunBulun has the most modern items in Gamardi. This must 
suggest that he is still yearning for "White Culture". 

   On the other hand, he is trying to make a new outstation 
at his country, to stay there with his kin's people, so  as to spend 
everyday hunting, gathering, painting and joining ceremonies. 

   In this report, I describe their life histories and discuss their 
changing life-style. I demonstrate that; these two men still 
maintain hunter-gatherer culture, essentially; and this aspect 
of their life histories form a striking contrast to some Aboriginal 

groups resident on non-Aboriginal Land or Reserves, such as 
the Aboriginies in the Kununurra Region, Western Australia 

[SHAW  1986].

1.は じめに
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(2)ア ボ リジニの生活史調査
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,(1)生 活史の背景

(2)ウ ヌウン氏の生活史

(3)ブ ル ンブルン氏の生活史

3.生 活史の分析

4.ま とめ

1.は じ め に

(1)問 題 の 所 在

　優勢 な白人文 明 との絶えまな い交渉を余儀 な くされた狩猟採集社会 や一部 の農民社

会 では,そ の優勢 な文 明の影響ゆえに,彼 らの文化がおお きく変容 した。 この種 の文

化変容 は,終 局 的には,そ れぞれの民族が もった価値 体系 や社会構造 の崩壊 をもた ら

す とい う。 そ して,そ の結果生みだ され る自民族文化を喪失 した集 団は,現 代国家 に

統合 され吸収 され る と い わ れ て きた[MuRPHY　 and　 STEwARD　 I968:215-233;

Goui.D　 et　al.1972:265-279;MuRpHY　 1979:200-205]。

　 1788年,初 めて ヨーロ ッパ文明 に接触 して以来,2世 紀 のあいだに,オ ース トラ リァ

・アボ リジニ もさまざまな局面での変容を強い られて きた。 これを人 口論的 に論 じた

小 山 は,1788年 か ら1921年 にか けて ノーザ ン ・テ リトリーを除 くオース トラ リア全域

で65%を 越 え るアボ リジニ人 口の減少があ った ことに もとつ いて,こ の時代 に彼 らの

社会 がす さま じい勢 いで崩壊 して いった と述べ る。そ して,ア ボ リジニはこのまま消

滅す るか,滅 亡 をまぬがれた と して も,彼 らは 自身の文 化を うしなった集団 と してオ

ース トラ リァ社会 の最下層 を形成す るとい う,当 時か らの白人 の考 えか たを紹介す る。
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その うえで,1920年 代 か ら60年 に かけて増加 のきざ しをみせ はじめたアボ リジニの人

口が,60～81年 に は急激な伸 びをみせ たことを明らかに し,現 在 は彼 らの社会 があ ら

たな編成期 をむかえて いると述べてい る[小 山　 1988:37-68]。

　 このよ うな状況 をむかえ た1981年 に は,ア ボ リジニの人 口が約15万 人 を数 えるにい

たる。　 しか しその75%は,非 アボ リジニ系の都市 に居住 す る。 狩猟採集 に基礎 をお

いた生活を営む人び とは,ア ボ リジニ人 口の25%に す ぎない[FlsK　 1985:2]。 この

少数 の人び とは,1920年 代 はじめか ら50年 代 末にかけて政府 が各地 に設置 した保護区

[PETERsoN　 1982:442-443]に 生 活す る。

　 その うちのひ とつ,こ こで とりあげるノーザ ン ・テ リトリー州のア ーネム ラン ド・

アボ リジナル ・ラン ドは,1920年 代 に面積約6,000km2の 保 護区 と して はじま り,31

年 に はキ リス ト教会各派 をは じめとす る諸 団体 の努力に よって,そ れが79,000km2

に ひ ろげ られ る。さ らに76年,連 邦政府 がノーザ ン ・テ リトリー州に おけ るアボ リジ

ニの土地 と 聖地 を 定義 し,彼 らの土地権 を認 めたアボ リジニ土 地 権 法(Aboriginal

Land　 Rights(Northern　 Territory)Act,1976)を 制 定 したのを うけて,現 在 のアー

ネム ラン ド・アボ リジナル ・ラン ド(面 積 は96,000km2)が 成 立す る。 このアーネ

ム ラン ド・アボ リジナル ・ラン ドに居住 し,狩 猟採集に したが う10,000人 余 りのア ボ

リジニは,都 市 に暮 らす大多数のア ボ リジニ とともに,オ ース トラリア連邦 という国

家 に統合 されてい ることにな る。

　 それ は次の事実か らも明 らかであ る。 ア ーネム ラン ド・アボ リジナル ・ラ ンド(以

下で はこれ を単 にアーネムラン ドと表記 す る)の 場合,76年 の アボ リジニ土地権法の

制定 につづ いて,80年 に はその沿岸2kmを,ア ボ リジニのための水産資源の開発地

と して囲い込 む ことが認め られている[PETERsoN　 1982:441462]。 さ らに彼 らは,

連 邦政府の社会 福祉省(Departmcnt　 of　Social　Security:DSS)を つ うじて失業保険

や寡婦保険,子 供 の養 育保 険などの社会保障金 を70年 代 は じめには受給 してい る。 ア

ーネムラン ドの中央部 に位 置するマ ニ ング リダManingrida管 区の居住者
,約1,200

人 を 例に とると,現 在では有 資格者 の75%が なん らかの社会保障金をえてい るので あ

る[FiSK　 1985:33-41]。

　 しか し彼 らは,狩 猟採集 に基礎 をお く文化を崩壊 させ るとい う終局 的な局面 にた ち

いた ってはいない。 む しろそ こで は,ア ウ トステー シ ョン運動(後 述)を とお して そ

の文 化を意図的に復興 するとい う,あ らたな動 きがみ られ るのであ る。

　 この報告 では,以 上 のよ うな状況 にあ るアーネム ラン ド ・アボ リジニのなかで,ジ

ナ ンDjinang族(言 語 グル ープ)が マ ニ ング リダ管区に建設 したア ウ トステー ション,
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ガマディGamardiに 暮らす2人 の男性をとりあげ,彼 らの生活史を記述する。そし

て,彼 ら自身が語 る言葉のなかから,優 勢な白人文明に対面 し,貨 幣経済に急速にま

きこまれていった狩猟採集民の,今 世紀における生活の変容の過程を明らかにしたい。

②　アボ リジニの生活史調査

　生活史には,当 該個人が経験する個人的なできごととともに,そ の個人がになう社

会的役割をつうじて,あ るいはそのときどきの歴史的な状況のために,社 会の構造と

密接に結びつけられた体験が含まれる[MILLs　 1959:161-162]。 したがって生活史

は,相 補的な関係にあるこの両者　　個人的経験と社会的な体験　　を記述すること

になる。それはアボ リジニの側から,彼 らの生活の変容を明らかにするはずである。

　 しかし,神 話のなかに現実の生活の規範を求めてきた[BERNDT　 1984:122],無

文字社会に生 きるアボリジニの生活体験を,時 間の経過をふまえた生活史として採録

することは容易ではない。さらに,体 面をおもんずるアボ リジニの社会では,失 敗を

含む過去の個人的 ・社会的な体験を第三者に語 ることが少ない。それにもかかわ らず,

筆者が彼らの一応の生活史を記録で きたのには,つ ぎのような経緯がある。

　筆者がアーネムランドの中央部マニ ングリダ管区に位置するジナン族のアウ トステ

ーション,ガ マディ(写 真1)で の調査を開始 したのは1982年 である。当初は彼 らの

狩猟採集活動,獲 得 した狩猟動物の配分,こ れらの野生食糧と小麦粉や缶詰などのマ

ーケット・フーズとの構成比を,調 査の主要な課題に していた[松 山　 1988a:613--

646]。

写真1　 ユーカリ属の樹木が優占する森にひらかれたガマディ ・アウトス

　　　 テーション。右はプライス川。
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　 この調査 をおこな っていた84年,筆 者 はこのガマ デ ィ ・ア ウ トステー ションの リー

ダ ー,ウ ヌウンWunuWun氏 に よ って,男 女 それ ぞれ4つ ずつあ る婚 姻 クラスの う

ち,彼 の息子にあた るゲ ラGeraが 与 え られ,筆 者 はウヌ ウン氏 の息子 にな ることが

で きた(ア ーネム ラン ド・アボ リジニは他者への よびか けに,こ の婚 姻 クラスの名称

を用い る。よびかけに名前 を使用 す ることはほとん どない)。

　 これが契機 とな って,筆 者 とウヌ ウン氏,お よびこのアウ トステ ーシ ョンの メンバ

ーで ウヌウン氏の姉 を妻 に もつブル ンブル ンBulunBulun氏 と の間に,よ り親密 な関

係が成立す る。 これに もとつ いて両氏 は,筆 者 との日常的 なさまざまな会話 のなかで

自らの名前の意味やガマデ ィに暮 らしは じめたいきさつ などを,別 べつの機会 に断片

的に語 りは じめた。 そのなかで彼 らは,た とえば 「若い ころは フ ットボール に夢 中だ

った」 というように して,し だいに過去の生 活体験 に触 れ るよ うにな って いった。

　 この2人 の生活体験 は,筆 者 がガマデ ィに滞 在 した84年 と86～87年 にか けての それ

ぞれ4カ 月 と,88～89年 の2カ 月間にあつめ られた。後述 す る両氏の生活史 は,問 わ

ず がた りに彼 らが語 った生 活体験の断片の記録 ノー トに もとつ いて いる。会話 はおも

に英語で おこなわれ た。

　 ところで,2～23人 と滞在す る成員が流動的なガマデ ィで(成 員の全数 は23人),イ

ン フォーマ ン トが この2人 の男性に限 られてい るのには,つ ぎのよ うな事情 があ る。

す なわ ち,イ ンフォーマ ン トであ る2人 の男性 とその妻 たちを除 く人び とは,ガ マデ

ィへの 出入 りが はげ しく,滞 在期 間が短 い。 そのため,彼 らと筆者のあいだ に,生 活

体験を語 れ るほどの親密 な関係 が確立で きなか った。ま た,ウ ヌウンとブル ンブル ン

両氏の妻た ちの生活 体験 について触 れていないのは,筆 者 と彼女 たちとの緊密な会話

が好 ま しい ことではない とす る,両 氏 の忠告 に したが ったためであ る。ただ し,彼 女

た ちとウヌウン氏 の息子 とな った筆者 のあいだ に忌避関係 はない。

　 こうした条件 の もとで採録 した生活史 は,充 分 な もので はない。それで もなお,こ

の2人 の男性 の生活体験か らは,今 世紀 におけるアーネム ラン ド・アボ リジニの生活

の変容 の一端 が明 らか にで きるはずで ある。 ここでは2人 のイ ンフ ォーマ ン トが話 し

たそのままの事柄 を,可 能 な限 り時間 の経過 にそ くして記述す ることとした。後述 の

ウヌウン氏 とブル ンブル ン氏 の生活史の時期区分の基準が ことなるのはこのためであ

る。
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2.生 活 史 を つづ る

(1)生 活 史 の 背 景

　 アーネムラ ン ドで は19世 紀 末か ら20世 紀初 めにかけて,各 地 にキ リス ト教会各派 に

よ る伝導所 の建設があ いつ いだ。それ は,移 動性 のたかい生活 をお くるア ボ リジニを

伝導所 の周囲に定着 させ,キ リス ト教を布教 し,医 療 をほど こし,教 育 をおこなうこ

とを 目的 とした(こ のような集落を以下で は 「ま ち」 と表記 す る)。 しか し,19世 紀

末 に建設 され たこの種 の 「まち」 はアボ リジニに敬遠 され,数 年か ら十数年のあ いだ

にあいつ いで閉鎖 され る[COLE　 l979:82】 。

　 その建設 と経営 が本格化す るのは,20世 紀 に はい ってか らであ る。 それ は1908年 に

ア ング リカ ン教会派(Anglican　 Church　 Missionary)が,ア ーネム ラン ド南東部の ロ

ーバ ー ・リバ ー　Roper　 Riverに 「まち」を建設 したことには じま る(図1)
。 そ の建

設 にあた ってア ング リカン教会派が標榜 したのは,宗 教 に直接かかわ る部分を除 くと,

当時 さまざまな形を とってあ らわれた 「非道徳 的生活」か らアボ リジニを保護す るこ

とであ った。

　 こ うした主張が成立す るの は,当 時のアーネム ラン ド南東部で は,牧 畜業の北への

展開 にともなって土地 や家畜の管理 をは じめアボ リジニの雇用をめ ぐって,白 人 との

間 に深刻 な緊張が生 じていたか らであ る(ア ーネム ラン ドは,こ のころ牧畜業者に リ

Oキ リスト教各派が伝導所を核に建設した集落

●政府機関(厚 生省)が 建設した集落

数字は建設年を示す。

図1　 アーネムランドにおける集落の建設
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一ス され る)
。 それはアボ リジニに よる牧牛 のハ ンテ ィングや,そ れに報復す る白人

のアボ リジニ狩 りとい った極端 な行為 とさえ なってあ らわれた。そ うした状況 のなか

で,ア ング リカ ン教会 派がアボ リジニの保護 を標榜 したの は当然で もあ った。

　 それ とともに,こ の 「ま ち」の建設 に際 して標榜 され た もうひとつ のことが らは,

「まち」に居 住す る限 り,ア ボ リジニ は白人 社会 への同化策 か ら自由で あるとい うこ

とであ った。 この同化策 は長 く白人のアボ リジニ観 と して定着 して お り,1961年 に は

これ が連邦政府の公式のア ボ リジニ政策 に採用 され る1》。 この白人 のアボ リジニ観か

らの解放を主張 した典型 が,1911年 バ サ ース ト島Bathurst　 ls.に つ くられたカ トリッ

ク教会派の 「ま ち」であ った[CoLE　 l979:79-119]。

　 これ ら教会 各派の手にな るものの ほか,連 邦政府の機 関であ る厚生省(Welfare　 De-

partment)が 建 設 した集落 があ る。それが1957年 に アーネム ラン ド中央部 に設立 され

たマニ ング リダで ある。 それ は最初,数 カ月間だ け開設 され る白人 とアボ リジニ との

交易地 点と して1947年 に設 置され た。その 当時 はワニ皮 やアボ リジニが製作 したマ ッ

トやカゴ,儀 軋用具 などが交易 され た[KYELE-LITTLE　 1957:123]。 そ の後57年 か

ら,マ ニ ング リダは集落(伝 導所 を核 と した集落 と同様 に,こ れ も 「ま ち」 と表記 す

る)と して経 営され る。 それには,つ ぎのよ うな事情があ った。

　 ジナ ン族 を含 めて この地域 のアボ リジニの多 くは,当 時,地 理的な距離のおお きさ

か ら,す でに建設 されていたゴールバ ー ンGoulburnや オ ーエ ンペ リOenpelli,ミ リ

ンギ ンビMilingimbiの 「まち」(図1参 照)と 日常的なかかわ りを もたなか った。

その彼 らは,50年 代 に大 量にダーウィ ンDarwinへ 流 出 し,白 人社会 とのあいだにお

おきな混乱を生 じさせ る。 これを収拾 し,こ の地域のアボ リジニを同化 させ るために,

厚 生省は 「まち」と してマニ ング リダを経 営 しはじめたのであ る[McKENZIE　 I976:

236]。

　 このマニ ング リダには,設 立翌年の58年300人 の アボ リジニが集住す る。 その人 口

は60年 に は9部 族480人 に増加 し,69年 に は約1,000人 に急増す る[MEEHAN　 and　JoNEs

l980:　 131-157]。

1)1961年,連 邦 政 府 が採 用 した こ の 同化Assimilation策 は,ア ボ リジニ が 白人 に完 全 に 同化 す

る こ とを 求 め た政 策 で あ る。 そ の後 ア ボ リジ ニ政 策 は,65年 か ら伝 統 文 化 を認 めた うえ で オ ー

ス トラ リア社 会 へ の統 合 を 促進 させ よ う とす る統 合Integration政 策 を 経 て,72年 ごろ に は 自

己決 定 主 義Self-Determination政 策へ と変 化 す る。 そ して75年 に は 自 己管 理 主 義Self-Mana-

gement政 策 が 採用 され て きた 。 この 自 己管 理 主 義 政策 は,ア ボ リジニ が 自 ら選 択 した生 活 を

維 持 す る うえで,な にを どれ だ け,ど うい うか た ちで 援 助 して ほ しい か を 申告 し,そ れ に応 じ

て 政 府 が 援 助 を あ たえ る とい うも ので あ る[関 根 　 1988:309-310;新 保 　 1980:133-140]。 現

在 で は,ア ボ リジニ の 政 治 的 な 自立 を め ざ した 「ア ボ リジニ お よび トレス海 峡島嶼 民 委 員会 」

(Aboriginal　 and　 Toress　Strait　lslander　Commission)を 設 置す るた め の 法 案 が検 討 され て い る

[成 田　 1989:1-19]。
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　 こうした急速 な人 口の集 中と,そ の結果 もた らされた長期間 にわ たる異部族 の混住

とは,「 まち」での生 活に緊張を強い ることとなった。 アボ リジニ は,長 期間 にわた

る異部族 の混住 とい う経験を もたず,そ れを生 きぬ く社会 的なてだて ももたなか った

か らで あ る。 これ に加えて,60年 代 末のマニ ング リダで は,長 老が もっていた権威

が うしなわ れ,社 会的な秩序が混乱 しは じめていた。 当時 この 「まち」 で も,ア ボ リ

ジニ の文化 は確実に消失 す るとみ られていたので ある[MEEHAN　 and　 JoNEs　 l980:

131--135]。 そ れはマ ニ ング リダ にとどま らず,す で に建設 されていたアーネム ラン ド

の各地の 「ま ち」に も共通 してみ られた。

　 この状況 は,「 まち」 をぬけだ し故地(カ ン トリー)に ア ウ トステーシ ョン2》を建設

して そこで生活す ることを,ア ボ リジニに期待 させ ることとな った。 したが って60年

代末か ら70年 代前半 にかけての時期,あ る年齢段階 にた っ したアボ リジニには,ア ウ

トステ ーシ ョンは 「建設 すべ きもの」であ り,そ こで 「親族 とともに生活 すべ き」で

あ る(あ るいはそ うする ことがのぞま しい)と い うような,内 的なある種 の力 が働 い

たはずであ る。 それゆえに,こ の時期 におけるア ウ トステ ーション建設が運動(ム ー

ブメン ト)と よばれたので ある。　 　　　 　　 　　　 　　　 　　　 亀

　 ア ゥ トステー ションは,現 実 の世界で もあ り彼 らの祖 先の精 霊が暮 らす世界で もあ

る故地 を 存在 のよ りどころとす るア ボ リジニの価 値体系[ELKIN　 l981:42;PETER-

sON　 l975:63]を 背 景 に,長 期間 におよぶ多数の異部族 の混住 とそれに もとつ く部

族 間の不 和,急 速 な人 口の増加,長 老 の権威 の失墜,「 ま ち」の経営 にたず さわ って

いた白人 との価値観 の違 いなど[CooMBs　 I978:131-149]1こ よ って社会が混乱 しは

じめ るとい う,当 時 の歴史 的な状況か ら生みだ された ものであ る。 それ は70年 代前半

におけ るア ウ トステー ションの急激 な増加 と してあ らわれ る。

　 このアウ トステ ーシ ョンの増加に は,も うひ とつ別 の背景 があ った。 それ は72年 に

成立 した労働 党 内 閣 が,ア ボ リジニ問題省(Department　 of　Aboriginal　 Affairs:

DAA)を つ うじて,道 路建設 などの 資金 をは じめ トラクタ ーや ボー ト・ トラ ックを

貸与 し家屋の建築 資材を与え るな ど,以 前に もま して アボ リジニ社会への積極的な援

助を は じめた ことであ る。 マニ ング リダで は,当 初,「 ま ち」の 役場(Maningrida

Council)が そ の受けざ らとな り,ア ウ トステー ション建設の援助を開始 した。

　 その後,ア ウ トステ ーションの援 助部門は78年 に役場か ら独立 し,あ らたに設 け ら

れ たバ ウイナンガ ・ア ボ リ ジニ 協 同組 合(Bawinanga　 Aborlginal　 Corporation:

2)こ の時期以後,ア ボ リジニがそれぞれの部族(言 語グループ)の 故地に建設した小集落を,

　 「まち」に対 して,ア ウトステーションとよびならわしてきた。
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表1マ ニングリダのおもな機関とその役割

役場(Maningrida　 Council)

　　マニングリダの 「まち」の維持と居住者へのサービス

　　　　上下水道の維持 ・管理

　　　　ゴミの収集と処理

　　　　住宅建設

　　　　道路の建設と維持 ・管理

　　　　発電所の維持

　　　　飲酒許可証の発行　　などをおもな業務とする

開発協会(Maningrida　 Progressive　Association)

　　 「まち」とアウトステーション居住者のための食糧品をはじめとする生活物資の移入

　　と販売

　　　　 「まち」のマーケットと売店の経営

　　　　アウ トステーションへの食糧品の販売　　などの業務

バウイナンガ ・アボリジニ協同組合(Bawinanga　 Aboriginal　Gorporation)

　　アウトステーション居住者への生活援助を業務とする

　　　　そのためのつぎの部門がある

　　　　　自動車修理所(Mechanical　 WorkShop);ト ラック,ボ ー トの修理と無線電話の

　　　　　　　　　　　修理と斡旋などを担当

　　　　　社会保障部門(Social　Security);失 業保険などの社会保障金の給付を担当

　　　　　 リソース ・センター(Resource　 Centre);住 宅 ・井戸の建設 と修理などを担当

　　　　　芸術局(Aboriginal　Arts　and　Crafts　Centre);工 芸品の買い上げと販売,製 作指

　　　　　　　　　　　導を担当

　　　　 (これらの諸部門の多くは1978年 前後まで役場に属していたが,ア ウトステーシ

　　　　　 ョンの増加にともなって,あ らたに設立された協同組合の業務となった)

診療所(Health　 Clinic)

　　 「まち」とアウトステーション居住者の健康管理と軽度の怪我 ・病気の治療

学校

　　 3歳 ～12歳 の子供の教育(「 まち」に滞在する白人の子弟を含む)

BAC)に うつ され,現 在にいた ってい る。 この協 同組合(BAC)と 役 場が もつ現在の

機能 は表1の とお りで,前 者 には トラックの修理所 と,79年 か ら本格的な活動を開始

す るア ボ リジニ芸 術局(Aboriginal　 Arts　and　 Crafts　Centre)な ど が併設 され る。

　 こう した連邦政府の援 助 もあ って,84年 に はマ ニ ング リダ管区 に26の ア ウ トステー

ション(以 下で はこれを 「ま ち」に対 して 「む ら」 と表記す る)が 建設 され る。 その

地理的分布 が統計的 にランダムであ る[小 山　 1983:56-57]の は,そ れぞれの 「む

ら」が,彼 らの故地 に建設 されてい ったか らで あ る(図2)。

　 60年 代 末か ら一70年代前半に おける 「む ら」建設 の動 きは,ア ーネム ラン ド全 域に共

通 する。各 「ま ち」の管 区で は,84年 現 在 イル カラYirrkara　 l　l,ガ リウィ ンクGa-

liwinku　 12,ミ リンギ ンビ8,ラ マ ンギニ ンRamingining　 4,オ ーエ ンペ リ18の 「む

ら」 を数え るにいたる[小 山　 1988:60]。 ただ し,こ れ らのなか には建設後 ほどな
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図2　 マ ニ ング リダ管 区 にお け るア ウ トス テ ー シ ョ ンの分 布Altman[ALTrmN　 19872]に よ る 。
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くして放棄 され るものがあった。

た とえばマニ ング リダ管 区で は,

1973年 以 降 の10年 間 に記録 にあ ら

われた 「む ら」は延べ34に たっす

るが,77年 に は消滅 するもの があ

らわれは じあ　(表2),そ の 存続

期 間は3～5年 にす ぎない。82年

現在で も多 くは3年 を経過 したに

とどま っているのであ る。

　 しか し,「 む ら」 が消滅す る理

由はすべ てにわたって 明 らか なわ

けで はない。筆者が調べた限 りで

は,た とえ ば86年 にジバルバル

Djibalbal(図2参 照)の 南東5km

に 「む ら」 を建設 して いた レンバ

表2　 アウトステーションの年変動

1973

　 74

　 75

　 77

　80

82

ア ゥ トステ ー
シ ョ ンの数

6

7

11

15

21

23

居住人口

260

?

?

579

318

458

1ス テーション
当たり平均人口

総 数 新 設

44

?

?

39

15

20

消 滅

1973

　74

　75

　77

80

82

6

7

11

15

21

23

6

1

4

6

11

6

2

5

4

バ ウ イナ ンガ ・ア ボ リジ ニ協 同組 合(BaWinanga

Aboriginal　 Corporation)の 資 料 に よ る。

ルンガRembarunga族 のある家族(夫 と2人 の妻および3人 の子供か らなる)は,

建設直後に夫が死亡 したため 「むら」の維持が困難になり,そ れを放棄 した。残され

た妻たちは,そ の後いったん 「まち」にでて生活 している。彼女 らはあ らたな配偶者

をえ,そ の彼が 「むら」をもっているか建設するかすれば,そ こに居住することにな

るという。

　 この例のように① 「む ら」の リーダーが 「むら」建設の直後に死亡 した場合のほか,

②当初は生活をともにするはずであった近縁の親族間に争いがおきた場合にも消滅す

ることがある。 いずれにして も,「 む ら」の建設 と放棄はいまなおくりかえされてい

るのである。

(2)ウ ヌ ウ ン氏の 生活史

　短期間に建設と放棄がくりかえされる 「むら」にあって,ジ ナン族が1975年 に建設

したガマディは,存 続期間がすでに10年 をこえた。その建設に中心的な役割をにない,

現在この 「む ら」の リーダーであるウヌウン氏(氏 の名前は彼がもつ複数の ドリー ミ

ング(ト ーテム)の ひとつ,あ る種の水草を意味する)の 生活史を記述する。それに

さきだって,「 むら」の成員にマロMarro(父)と よばれる彼の五十数年間にわたる

おもな生活体験とそのときどきの歴史的な状況の概略を,表3に 掲げておいた。これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 793
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表3　 ウヌウンWunuWun氏 の生活体験 ()は 推定年を示す

歴 史 的 な 状 況 個 人 的 体 験

1880-82　 パ ス トラル ・ブ ー ム

　 　 　 ア ー ネ ム ラ ン ド,牧 畜 業 に リー ス され る

1920　 ア ー ネ ム ラ ン ド西部 に保 護 区設 定

ユ923　 ミ リンギ ンビ ・ミッ シ ョ ン開設

42　 ダ ー ウ ィ ン爆 撃

　 　 N.T政 府 ア リス へ(45.9ま で)

　 　 オ ー エ ンペ リの ア ボ リジ ニ,大 量 に ダ ー　 　

ウ ィ ンの 陸軍 が雇 用[COLE　 1957:47]

47マ ニ ング リダ に交 易 所 開設

　 　 [Kym-L、ITT岨 　 1957:123}

　　中央アーネムランドの多数 のアボ リジ　　
ニ,ダ ーウィンへ流出(50年 代)

　　[MGKENZrE　 1976:236】

57マ ニ ングリダ,集 落としての経営はじま
　　る

64　 アボリジニ市民権獲得

　　銃の使用許可(60年 代前半)

(66)ダ ー ウィン病院での遺体の検視はじまる　　　(遺体
のダーウィン移送が義務づけられ

　　 る)

　　 アウトステーション・ムーブメント

(70)社 会保障金(失 業保険金)支 給開始

72　 労働党内閣成立。アボリジニ問題省をつ
　　 うじてアボ リジニ社会への積極的な援助
　　 はじまる

73マ ニ ングリダからの道路が整備されはじ
　　 める

76ア ボ リジニ土地権法制定

78バ ウイナンガ ・アボリジニ協同組合発足

　　 (マニングリダ)

79　 アボ リジニ芸術局(マ ニングリダ),本 格

　　的活動開始

80沿 岸2km囲 い込み

1930メ ル ウ ェ ンビに生 れ る

　　 木皮画の技法を習得

(41)ガ ッチで成人儀礼

(42)ダ ーウィンへ

　　 オース トラリア陸軍(食 堂の下働き)

　　 オース トラリア空軍(清 掃作業員)

　　 最初の妻と結婚

　　 ガンダディラ誕生

(45)キ ャサリンへ

　　 牧童のための料理人

ダーウィンへ

製材所の仕事につく

(53)メ ル ウェンビへもどる

(56)マ ニ ングリダへ

　　 滑走路建設に従事

　　 最初の妻死亡

トラックの運転技術習得

68　 アウトステーション建設のため現在地へ

69　 ガッチ道

(70)ラ ンププと再婚

75ガ マディに家屋4戸 建設

　　アウトステーションとして登録

76　 ロルガエラに軽飛行場建設

77　 「店」を設ける

　　無線電話設置

　　プロミス ト・ワイフ,ワ イマンパと結婚

この頃から木皮画製作に専念

(80)兄 死亡,墓 地をつくる

85井 戸設置
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によって も,ウ ヌウン氏がオース トラリァ社会全体 とのかかわ りのなかで生活 して き

たことの,あ らま しが読 み とれよ う。

白人社会へのあ こがれ1942年 以 前3)ジ ナ ン族の領域[TINDALE1974:224お

よび付図]に は,少 な くとも2つ の古い 「む ら」 が存在 した。それ は領域北部のメル

ウェンビMerrwenbiと,南 部 のガ ッチGatjiで あ る。 この2つ はともに現在まで存

続す る(図2参 照)。

そのひ とつ メル ウェンビに1930年 ごろに 生まれた ウヌウン氏 は,42年 前 後の ころ

(11歳 の ころか),ガ ッチで成人儀礼4)を うける。 割 礼など身体変工 をと もな う儀礼を

おえた彼 は,そ の後オ ーエ ンペ リを経 由 してダ ー ウィンへで る。 それ は42年 以後あま

り時間のたた ない ころで,こ の地域 のアボ リジニが大量 にダ ーウ ィンへ流 出す る初 期

のころの ことであ った。徒歩 で1カ 月 を要 したこの旅 の持 ちもの は,ヤ リとヤ リ投 げ

器(写 真2)だ けだ った ら しい。食糧 は,当 時各地 に散在 して いた 「む ら」をたずね

てえ たという。 旅 そのものが,「 む ら」か ら 「む ら」をた どってお こなわれた。 その

写 真2ヤ リ(下)と ヤ リ投 げ器

こ の ヤ リは お も に水 鳥 の 狩 猟 に用 い た 。 ヤ リ投 げ器 は、 使 用者 の脇 か ら

手 首 ま で の 長 さ にあ わ せ て あ る。素 材 は と も にス ト リンギ ー ・バ ー クEuca-

lyptustetrodontaの 若木 。

3)1942年 以前は,日 本軍のアーネムランド爆撃以前を意味する。アーネムランド・アボリジニ

は,当 時の様子をなお克明に記憶し,そ の一部をうたとおどりとして語 りつ いでい る[松 山

1988b:407-435]。 なお,ア ーネムランドはユ942年か ら45年まで軍の管轄下におかれた[CoLE

1979:90]0

4)こ の儀礼は現在も厳格におこなわれる。1988年 の調査時には,ガ マディの子供1人 を含む数

人が7日 間ほどかけて成人儀礼をうけた。儀礼をおえた子供(若 者)は 、通常、彼の親族が住

む 「む ら」または 「まち」にもどるが,身 体に施された傷がいえるまでの約10日 間は 「むら」

または 「まち」周辺の林のなかに起居する。ただし,筆 者はこの儀礼への参加がまだ許されて

いない。
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間の距 離が1日 行程 をこえ る場合 は,当 該 領域 に生活 する人 びとがいないあ いだ に狩

りを し,食 物 をえて いたという。ア ボ リジニ社会 においては,当 該領域 の居住者 の了

解 な しに狩猟す ることは,つ つ しむべ きこととされ るか らで ある。

　 1カ 月 がか りでダ ーウ ィンに到着 した ウヌ ウン氏 は,こ こで い くつか の仕事 につ き

なが ら,都 市で生活す ることになる。その最初 の仕事 は,当 時 ダーウ ィンに駐留 して

いたオース トラリア陸軍の食堂の下ばた らきであ る。 彼の給与 は,「2週 間 につ き1

ポ ン ドの現金 とタバ コ1缶,タ バ コをま く紙1包 み,そ れ にマ ッチ1箱 」であ った。

1年 間 この仕事 に従事 したあ と,彼 は空軍 に うつ る。 こ こで は隊 内の清掃作業(ゴ ミ

の収集 と焼却)員 と して2年 間働 くことにな る。 「2週 間 に1度,土 曜 日に支払われ

た給与 は8ポ ンド」であ った(オ ース トラ リアの通貨 は1966年 に ポン ドか ら ドルに き

りかわ る)。 軍 隊内の下ばた らきを して いた この3年 間,彼 は軍隊の駐留地の近 くに

野宿す る生活を送 っていた。 この ころ ウヌ ウン氏 は,ブ ララBurara族 出身 の最初の

妻 と結婚 し,長 男ガ ンダデ ィラGandadilaを も うける。

　当時ダ ーウィンに駐留 した軍隊 には,ジ ナンや ブララ,グ ナ ビジGunavi(ljiな ど現

在のマニ ング リダ管区に含まれ る部族 の若者 だけで な く,オ ーエ ンペ リの 「まち」 と

その周辺か らも,数 多 く働 きに出ていた[COLE　 l　975:47]。 そ の当時 のことを,ウ

ヌウン氏 は 「白人 社会 につよいあ こがれ を もって いた」と回想 す る。彼 らがブタPuta

とよ ぶ トランプ ・ゲームや,オ ース トラ リア ・ル ール のフ ッ ト・ボールを 白人 に習い,

飲 酒の習慣を身につけたの もこの ころのことであ った。

　 3年 間の軍 隊での仕事をやめた彼 は,ダ ーウ ィンの南350kmの 地 方都市 キャサ リ

ンKatherineに うつ る。 ここでは,牧 童　 　か な りのア ボ リジニが 当時 この仕事に

従事 していた　 　のための料理人を1年 間つ とめる。 その当時 の体験のなかで,ウ ヌ

ウン氏に とって印象ぶかか ったのは,日 時計で時間 をはか ることであ った。彼 もアボ

リジニの牧童 も,地 面に立てた杭 の影 で,作 業時間 の開始 と終 りを白人 に教え られた

のであ る。

　 この仕事をへてその後ダ ーウィンに もど った彼 は,製 材所で働 く(仕 事の 内容 は明

らかでない)な ど,白 人の社会 でい くつかの労働 につ いたが,そ の実労期間 は数年間

にす ぎないとみ られ る。 しか し,マ ニ ング リダに もど った年(1953年 ご ろ)か ら推定

して,ウ ヌウン氏 はほぼ10年 ほどをダ ーウィンとキ ャサ リンです ご した ことになる。

　 この10年 ほどのあいだに,彼 は警察 に少 な くとも2度 留置 され る。1回 め はアボ リ

ジニの仲間3人 とラム酒を盗 んで21日 間,2回 め はアボ リジニとの喧嘩で10日 間の留

置体験を もつ。 この ことは,50年 代 に大量 にダー ウィンへ流入 したアボ リジニが もた
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らした混乱 の一端 を示す ものか も しれない。 しか し,こ の種の事件だけに限れば,そ

の経験 を もつ若者 は必ず しもこの時代に特徴 的で はない。現在,都 市 や 「まち」に暮

らすアボ リジニの若者のあいだに も,こ れは一般 的にみ られ ることが らであ る。

　 「まち」の生活　 　この数 かずの体験 ののち,ウ ヌ ウン氏 は交易にでむ く白人の船

外機つ きボー トで,53年 ごろ妻 と息子 を ともな ってマ ニ ング リダに もどる。当時のマ

ニング リダ は,ま だア ボ リジニ と白人 の交易地点 にす ぎなか った。そのためか彼は こ

こにとどま らず,出 生地であ るメル ウェンビへ もど って いる。そ こでの3年 ほどの生

活 のあ と,「 ま ち」の役人 の勧誘 もあ って,56年 ご ろ再びマニ ング リダにむか う。そ

のころの様子を,ウ ヌウン氏 はつぎのよ うに語 る。

　 「マニ ング リダがで きるとい ううわさが流 れた ころ,白 人の役人がわれわれの土地

にやって きた。そ して 「ま ち」 へい くことをすす め,何 人かをつれてい った」。

　 ウヌウン氏が この勧誘に応 じた当時,マ ニ ング リダで は家屋の建築が ほぼ おわ り,

軽 飛行機用の滑走路の建設 だけが残 されて いた。彼 はその作業 に加わ り,57年 に 「ま

ち」が完成す るとそれを祝 う儀礼 的な戦闘 に参加 して いる。それ以来68年 まで,ウ ヌ

ウン氏 は新 しい 「ま ち」マニ ング リダ(図3)で の生活を続 ける。 この間,彼 は生活

そのものが もたらす緊張の もとにおかれる ことにな る。 その様子 はこのよ うに説 明さ

れ る。

　 「当時,マ ニ ング リダ には8～9部 族が混住 し,人 口がいまよ りも多か った。 その

うえペ トロスニ フィング(気 化 したガ ソリンを吸 引す ること)が 流行 し,そ れが もと

で若者のあいだに争いが絶 えなか った。 しか も,マ ニ ング リダ はもともとグナ ビジ族

の領域であ り,グ ナ ビジと他 の8部 族 とのあいだ に も,絶 えず争いがあ った。それに

いや気が さして いた ころ,グ ナ ビジとのあいだに トラブル がおこる。彼 らはわれわれ

にむか って,そ れぞれの領域 へ もど るよ うに主張 した」。

　 ウヌウン氏に 「ま ち」をで る決心 をさせ たのは,こ れ らの体験だ けで はなか った。

彼 はこの ころ,最 初 の妻 を亡 くしたか らで あ る。

　 こう して68年,ウ ヌウン氏 は息子 とともに 「まち」を はなれ,ジ ナン族の領域 に も

どって,「 む ら」の建設に着手す る。 彼が38歳 ごろの ことであ る。 その少 しまえ,彼

は 「ま ち」で トラ ックの運転技術 を習得す る。 当時 「ま ち」には,警 察署 を中心 に若

干数の トラ ックが導入 されていた。警察 に頼 みこんだ彼 は くりかえ しトラ ックに同乗

し,運 転 の手順 を観察 しつ づけたとい う。やがて それがすべて記 憶で きたと思 った段

階で,彼 が同乗 した ことのある特定 の道路を頭の 中に描 きなが ら,手 順 どお りにその

道を運転す る自分を克 明にイメー ジしてい った。 この一種のイメー ジ ・トレーニ ング
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ともい うべ き過程を経 て運転 で きる と判断 した とき,は じめてその道 を走 ったのだ と

い う。

　 その技術 の習得 の方法 とプロセス は,当 時に比べて トラックが普及 した現在 におい

て もま った くかわ らない。 ウヌウン氏の息子ガ ンダデ ィラもまた,こ の方法 によ って

父 か ら運転技術 を習得 して いるか らであ る。

　 「むら」の建設　　マニ ング リダの 「ま ち」の役場 をつ うじて,ア ウ トステ ーシ ョ

ン建設 のた めにボー トを貸与 された68年,彼 はマ ニ ング リダ をでて母の故地であ る現

在地で 「む ら」建設の作業 を はじめ る。 それは鉄製 オノ とノ コギ リで,ユ ーカ リ属が

優 占する森林を伐採す ることか らはじめ られた。 この作業 には ウヌ ウン氏の ほか,彼

と親族関係にあ るジナ ン族2人 とブ ララ族1人 のあわせて4人 の成人男子が従事す る。

　 翌69年 には,26kmは な れた隣接す る古い 「む ら」 ガ ッチへ徒歩でい くための道を,

1年 がか りで開設 す る。 その後70年 前後の ころ,ウ ヌ ウン氏 は,夫 に死 別 した ブララ

族の女性 ランププLanpupuと 再 婚 す る。 そ して その数 年 後,ア ボ リジニ問題省

(DAA)が ア ボ リジニ社会 への積極 的な援助を開始 した直後の74年 か ら75年 に かけて,

役 場をつ うじて トタ ンが支給 され る。 これを うけて ウヌウン氏 は,そ れまでの高床式

の樹皮家屋(図4)に かえ て,新 しいタ イプの トタ ンの家屋を建築 す る。 この とき建

築 された トタ ンの家屋 は,ウ ヌ ウン氏を は じめ,彼 の兄(80年 ごろガマデ ィで死亡 し

た)と 彼 の母方 の交叉 イ トコで あるナラ ピァNarapya氏,お よび ウヌウン氏の息子

ガ ンダデ ィラの小屋 の4戸 であ る。

　従来 の樹皮 にかえて高床 の部分 を トタ ンでおお った ような構造の これ らの家屋は,

日中の気 温が摂氏40度 を こえる乾季(7～11月)に は使用で きず,彼 らは屋外にカヤ

をつ って眠る こととな った。 しか し,風 雨を しの ぐ効果がたかい この トタ ンの家屋 は,

雨 季 には重宝 され る。 たとえば ウヌウン氏の場合(図5),家 屋 の東側 にあ る高さ75

cmの 床 は夫婦が,北 側の高 さ210cmの 床 は息子のガ ンダデ ィラが使 用 していた。

彼 の近縁 の親族 が滞在 すると きには,そ れ らの人び とは西側の床か土間に眠 った。 た

き火は,雨 季 の蚊や りと調理 のた めの ものであ る(乾 季に は調理 も屋 外です る)。

　 こうした家屋 が建設 され,「 む ら」のかたちをと とのえた75年,ガ マデ ィはアウ ト

ステー ションと してマニ ング リダの役場に登録 され る。

　翌76年,ウ ヌウ ン氏 らは再びマニ ング リダの役場を とお して,ト ラクターの貸与 を

うける。「む ら」の南5kmの ロル ガエラRolgaeraに,急 病人 を 「まち」 に空輸す る

ための,軽 飛行機用の滑走路を建設 す るためであ った。 立木 を伐採 しその根株を トラ

クターで ほ りおこす など,こ の作業 には1年 を要 した。
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平 面 図

立 面 図

　　 図4　 樹皮家屋の見取り図(単 位cm)

現国立民族学博物館所蔵資料(標 本番号HO123979)

　滑 走路 が完成 する と,翌 年(77年),ウ ヌ ウン氏は 「む ら」に ショップShOPの た

めの 独立の 家屋 を設 け る。 この ショップは,マ ニ ング リダの 「まち」 の マーケ ッ ト

(開発協会Maningrida　 Progressive　 Association:MPAが 経 営 ・管理す る)か ら運

ばれ る小麦粉 や缶 詰,砂 糖や紅茶 とい ったマ ーケ ッ ト・フーズ と散弾銃の弾丸などを

一時的 に貯 え
,必 要 に応 じて販売 す る 「店」であ った(表4に は,1984年 の 販売品 目

と価格 をあげておいた。77年 ごろには,こ れ らの うちパ ンやベ ーキングパ ウダーなど

を除いて,ほ ぼ同 じ品物 が販売 された と思 われ る)。

　当時,こ れ らの品物 の供給地 は,プ ライスBlyth川 が利用で きるガマ デ ィに限 られ

て いた。 そのため,隣 接の古い 「む ら」ガ ッチやすで に建設 をは じめて いた ウレジェ
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①北側立面図

②平面図

③東側壁面

図5　 ウヌウン氏の トタン家屋の見取 り図(単 位cm)
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表4　 「店」で販売された品物(1984年)

　 　　　　　単位 ドル(1ド ルは約100円)

砂 糖(lkg入 り)

小 麦 粉(lkg入 り)

紅 茶(1箱)

粉 ミル ク(1缶)

ビスケット(1箱)

塩(1kg入 り)

マ ッ チ(1カ ー トン)

コンビーフの缶詰(1缶)

肉 と野菜の缶詰A(1缶)

肉 と野菜の缶詰B(1缶)

肉入 りパイの缶詰(1缶)

ベーキング ・パウダー(1缶)

紙巻きタバコA(1缶)

紙巻きタバコB(1缶)

タバコの巻き紙(1包)

ソフト・ドリンク各種(1缶)

パ ン(1ロ ーブ)

石 鹸(3個)

洗 濯 洗 剤A(1箱)

洗 濯 洗 剤B(1箱)

散弾銃の弾丸(1箱)

3.00

1.50

1.50

7.50

2,50

1.50

1.　50

2.00

3.00

2.00

3.50

2.00

3.50

3.00

0.20

0.70

2.50

1.50

4.00

1.50

16.00

A°Bは 同一品目に2種 類の製品があることを示

　す(資 料は 「店」の掲示による)。

Wre(加 な どは,ガ マ ディの 「店」を

経 由 して これ らの品物を入手 していた。

さらに,こ の ころすでに支給 されて い

た失業保険金(白 人的な意味で職 を も

たないアボ リジニはすべ て失業者 とみ

な されてい る)な どの社会保障金 も,

ガ マ デ ィを経由 して周辺の 「む ら」 に

配 られ た らしい。

　 ところで,ガ マ ディの北10kmに

あ る 「む ら」 ウレジェの建設 に も,ウ

ヌゥ ン氏 はふか くかかわ っていた。現

在,ウ レジェの リーダ ーであ るステ ィ

ールStea1氏(ブ ララ族)は,ジ マル

ダDjimarda「 む ら」(図2参 照)に 滞

在 していた ころ,ア ボ リジニ間の争い

で シャベルノーズ(鉄 製 のはばひろな

ヤ ジ リを もつ戦 闘 ・狩猟用 のヤ リ)で

下腹 部を射 ぬかれ,重 傷 を負 った。 ウ

ヌウン氏の世話 でガマ デ ィに逃げ こん

だ彼 は,傷 がいえたあ ともガマ デ ィで の生活をのぞんだ とい う。 しか し,ウ ヌ ウン氏

のつよいすすめで,ス テ ィール氏 は,父 の故地であ る現在地にあ らたな 「む ら」 ウレ

ジェを建設 した。

　 さて,ガ マデ ィに 「店」 を設 けた この年(77年),ウ ヌ ウン氏はマニ ング リダ の役

場を とお して,太 陽電池 と自動車 の蓄電池 を電源 にす る無線電話を購 入す る。 この当

時,ガ マデ ィ周辺 には無線電話 がまだま った く設置 されていなか った。 そのため,周

辺の 「む ら」び とはマニ ング リダの 「まち」 との連絡5》のため,し ば しば ガマデ ィを

たずね ることにな った。 この無線電話 と 「店」 の存在 によって,ガ マデ ィは この地域

の小 さなローカル ・センタ ーの機 能をにな うことになる。 その ことが ウヌウン氏には

5)1984年10月5日,15日 の合計8時 間に筆者が記録したガマディ ・マニングリダ間の1時 間当

たり平均通話回数は2・1回 であった。通話内容はマニングリダ発では,食 糧供給 トラックが出

発 したこと,「 まち」に住む親族の動静などである。 またガマディからの発信では,狩 りの獲

物の種類や数,獲 物の一部を通 りがかった トラックにたくして送 ったことなどである。一般に

日常のこまごましたことを伝えあうのに,無 線電話が使用される。この無線電話の価格は,本

体と太陽電池などを含めて,1セ ット2,000ドルである(82年10月 現在)。
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自慢であ った らしい。

　 こうした経緯の後,77年 に船外機つ きのボー トが貸与 されて,ガ マ デ ィはほぼ現在

の 「む ら」の施設 とかたちをととのえ る。 この ころ,マ ニ ング リダをは じめ ラマ ンギ

ニ ンなど 「まち」 に生活 して きた人び とが,比 較的近縁 の親族 をたよ ってガマ デ ィに

集 ま りは じめ る。 それはブル ンブル ンBulunBulun氏(76年 に この 「む ら」に うつ り

住ん だ。 詳 しくはブル ンブル ン氏 の生活史を参照)の 兄弟 であ るゲ ェルゲ ェルGirr-

Girr氏 とその家族,ウ ヌ ウン氏 の妹 を妻 にもつ ガジャオ ウラGadjaowra氏 夫 婦,そ

れ にウヌ ウン氏の 母方 の 交叉 イ トコであ るナ ラピア氏の 家族 などであ った(図6)。

こ のころガマ ディの居住者 は22人 ともっとも多 くな る。

　 ナ ラピア氏を除いて トタ ンの家屋を もたなか った彼 らは,容 易 に建築で きる従来 の

樹皮家屋 にそれぞれ生活 した。その家屋 は,彼 らが再 び 「まち」 にで る83年 の乾季ま

でガマデ ィに存在 した(写 真3,図7)。

　 この83年 の で きごとについて,ウ ヌ ウン氏 は 「彼 らがなぜ ここをでたのか は しらん。

聞 きも しなか った。 だがその後 もときど きたず ねて きて,一 週間か10日 はここに暮 ら

してい く」 と語 る。 それよ りまえ80年 ごろ,ウ ヌウ ン氏 の兄 がガマ ディで病死 す る。

兄の遺体 は,病 院での検視 のため,マ ニ ング リダを経 由 して飛行機でダ ーウィンに移

送 された。

　 この病院での検視 は,死 因の確認 　 　病死か トラ ックなどの事故に よるものか変死

かの確認　　 をお もな目的と して66年.ご ろには じま る。 それに対 して,当 時の この地

　B:プ ル ンブ ル ン　BulunBulun

Q:ゲ ェル ゲ ェルGirrGirr

W:ウ ヌ ウ ンWunuWun

TG:ガ ンダ デ ィ ラGandadila

N:ナ ラ ピアNarapya

G:ガ ジ ャオ ウ ラGadjaowra

D:ジ ュ ン ジュ ロDjunDjuro(80年 ご ろ誕 生)

婚姻関係を示す

結婚の順序 を示す　 *メ ル ウェンビ在住

図6　 ガマディの居住者(1982年 当時)
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写真3 高床式の樹皮家屋

ブル ンブ ル ン氏 が トタ ンの家 屋 と と もに1983年 ま で併 用 して いた もの 。

屋 根 にはEucalPtPtustetrodontaの 樹 皮 が 用 い られ る 。

域 のアボ リジニは異議 を となえた。 その理 由を ウヌウ ン氏 はつ ぎのよ うにい う。

「病 院での検視 は好 ま しい ことで はない。彼 らは死 体 とともに死者 の血 も汗 もすべ

てを もってい って しま うか らだ。 それ はここにあ るべ きなのだ。死 体が異臭 をはな っ

て も,そ れはたい した ことで はない。わ しらはいま も死者 と死者のス ピリットのめん

ど うをみたい と思 ってい る。 それはわ しがアボ リジニだか らだ(ジ ナ ン族 は,死 者 を

精霊 の世界 に導 くためには,死 者 の血 と汗が欠かせない と考え る。その血 と汗が フク

ロウをなかだちに精霊 ム ンニ ャ リルMunyarilに わ た され ることに よって,死 者 が精

霊 の世界 に導 かれ ると信 じてい る)。 だか ら,検 視 がは じま った とき,わ しらは死 体

のかわ りに水牛 の肉を枢 にいれ て送 った。 しか しいまで は,わ しらは病院や警察 と議

論 した くない」。

ウヌ ウン氏 は兄 の遺体 の返却 をま って,葬 送の儀礼を おこな った6)。 「む ら」 の北東

隅に墓地 がつ くられたのは,こ の ときのこと らしい。83年 に一部の人た ちが 「む ら」

6)筆 者は1982年 にジナン族に領域を接するブララ族の葬送儀礼への参加が許されたものの[松

山1986],遺 体 の処理についての観察などは許されなかった。

1930年 代の トムソンThomsonの 観察によると,遺 体はつぎのように処理される。まず死者

のFZS,ZS,MBな どが遺体にクランの模様を描き,つ いで死者の頭髪やあごひげをぬきとる。

この頭髪は死者のMFやMBSな どに送られて糸にあまれたあと,死 者の近縁の親族,と くに

成人 した息子があればその息子にかえされる。

遺体はボディー ・ペインティングしたその日か数 日後に埋葬する。その後1～2カ 月 して遺

体をほりだ し、四肢、頭骨の順で骨をとりはずして洗 ったあと樹皮につつむ。これを死者のク

ランの模様を描いた円筒形の枢に入れる。このときに,死 者が生前使用していた小屋やヤリな

どの所有物をもやし,死 のけがれを浄める。骨を入れた円筒形の極は自然に腐食するまで,キ

ャンプにたてておかれる[PETERsoN1976:97-108]。
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森林

トタンの家

トタンの家(1975年 建設)

トタンの家(1983年 建 設.鉄 骨 ・トタ ンば り、 コンク リー ト床 をもつ

　　　 　　　 もっ とも新 しいタイプの家)

樹皮製家屋(1977年 ごろか ら83年 まで)

W:ウ ヌ ウ ンWunuWun

N:ナ ラ ピ アNarapya

B:プ ル ンブ ル ンBulunBulun

TG:ガ ン ダ デ ィラGandadila

G:ガ ジ ャ オ ウ ラGadjaowra

　 S:シ ョップ

図7　 ガマディの家屋配置

をでたのは,ウ ヌ ウン氏の兄 の死 がひ とつの理 由だ ったと考え られ る。かつて は頻繁

に居住地をかえて きた彼 らに とって[HEPP肌L　 l979:51-56],近 い親族の死 はガマ

デ ィを離れ るに充分な契機 とな ったで あろ う7)。

　そ して86年,長 いあいだ懸案であ った井戸 が,ア ウ トステー ションの援助機関 と し

て78年 に役場か ら独立 したバ ウイナンガ ・アボ リジニ協同組合(BAC)に よ って設置

され る。風車で揚水す るこの井戸 の完 成で,現 在 あるガマ ディ 「む ら」の施設がすべ

て ととの うこととな った。

　 このガマデ ィの リーダーであ るウヌ ウン氏 は,「 む ら」建設 の過程で,キ リス ト教
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徒にな るよ う くりかえ し白人 の宣教師 に勧誘を うけ る(会 派 は不 明だが,マ ニ ング リ

ダに教会 を もつ合 同教会Uniting　 Church　 in　Australiaか,ア ボ リジニ のあ いだに

現在ひろ く普 及 している純福音教会連合Full　 Gospel　 Church　 in　Australiaの い ずれ

かだと思 われる)。 そのつ ど彼 は,「 わ しは ラム もビール も飲む。喧嘩 もす る。だか ら

キ リス ト教徒 にはな らん」 とい って断 って きた とい う。彼 はいま もキ リス ト教に は無

関心で あ る。

　 その ウヌ ウン氏 は,著 名な木皮 画家 であ る。成人儀礼 をおえた直後 「白人 社会 にあ

こがれて いた」 当時,彼 は木皮 画(乾 燥 したユーカ リ属の樹木の樹皮に,顔 料 を用い

て彼 らの神話 や ドリー ミング(ト ーテム)を モチーフに したア ーネム ラン ド・アボ リ

ジニに特徴的な絵画)や 彫刻 をは じめ各種の儀礼など',彼 らの文化 にはあま り関心が

なか った らしい。彼が木皮画の描 き方 とそのモチーフの背後 にある神話や儀礼 にっい

て,父 の教え に本格的 に関心を もつよ うにな ったのは,ダ ーウ ィンでの都市生 活のあ

とだ った らしい。それ はおそ らく,ウ ヌウン氏がメル ウェ ンビに滞在 していた20歳 代

前半 の ことで あ った とみ られ る。

　 そのせ いか彼 は 「わ しは31の 神話 しか しらん。 ほかの老人 はもっと しってい る。彼

らはわ しを ムチ うつか も しれん」 と語 る。神話 に生活 の規範 を求めて きた彼 らの社会

に おいて,こ れ はウヌ ウン氏 が規範 のすべて を充分 に知 らない と思 ってい ることを意

味す るのであろ う。 その ことによって彼 は,慣 習に したがえば身体 的な制裁 を加え ら

れ るはずであるとい うので あ る。5そ の彼 は48歳 のころ(78年),慣 習 に したが って プ

ロ ミス ト・ワイフ8)と い うかた ちで,ブ ララ族の女性 ワイマ ンパWymanpaを2人 め

の妻 にむかえ,80年 ごろ彼 にと っての第2子 ジュンジュ ロ][)jun(lj　uroを も うけてい

る。

　現在,ウ ヌウ ン氏が好んで木皮 画に描 くのは,祖 先祭祀で もあ り子供の誕生 を祝 う

ためで もあ る 「星 まつ り」 の儀礼[松 山　 1988b:407-435]や,彼 の ドリー ミング

7)ウ ヌウン氏が 「むら」にとどまったのには,ト タンの家屋をはじめ,墓 地など 「む ら」の施

設がすでにかなりの程度ととのっていたことがある。

　 彼らが トタンの家屋に暮 らしはじめてからは,人 が死亡 してもその死者の家屋をもやすこと

もとり壊すζともしない。そのかわり家屋の外壁を赤の顔料(オ ーカー)で 描いた1本 の線で

囲ったあと(赤 オーカーには死者の霊をおいはらう力があると信じられている),一 定の期間,

使 用せずに放置する。期間をすぎると一種の浄めの儀礼をおこなってから,死 者の親族らがそ

れを使用する。このことはトタンの家屋が彼らにとって永続的なものと認識されていることを

示 している。その家屋をもっていたウヌウン氏は,「むら」にふみとどまったとみられる(「む

ら」を出た人びとは,ガ ジャオウラ氏を除いてすべてが樹皮家屋に生活していた)。

　 これとともに,兄 の遺体を埋葬した墓地のあるガマディは、ウヌウン氏にとって,彼 の生誕

地より以上に,土 地との結びつきを深めていたとみられる。この2つ が,彼 をガマディにふみ

とどまらせたおもな理由であろう。
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である 「笙」 や 「ヤムイモ」,　「チ ョウ」や 「トンボ」のモチー フで ある(写 真4)。

そ の精緻 な画法 の木皮画 はたかい評価を うけ,ア ボ リジニ芸術振興協議会(Aborigi-

nal　Arts　Board)が 管 轄す るアボ リジニ芸術局(Aboriginal　 Arts　and　 Crafts　Centre,

マ ニ ング リダで はア ボ リジニ協同組合BACに 併設 され る)を つ うじて,最 近 の数年

間に数 回にわた って生活資金 の援助をえただ けでな く,木 皮 画を販売 してえ た収益 は,

85年9月 か らの1年 間 を例 に とると5,000ド ル(邦 貨 に換算 して50万 円強)に たっ して

い る(こ の間に製作 した木皮画 は11枚)。

　写真4　 ウヌウン氏の木皮画 「星まつり」　　　　　 写真5　 ブルンブルン氏の木皮画

　祖先の精霊が宿る2本 の柱マラジ リMara(ljiri　 彼が属するクランの故地(カ ントリー)を 描
と踊る人びとを中央に,上 部には彼の ドリーミ いたもの。 中央と上部の2つ の円は神聖な 「ク

ング(ト ーテム)で あるチョウや トンボが,下 部 ランの泉」をあ らわす。 この泉には彼の ドリー

にはユーカ リの木と儀礼用の籠が描かれる。 中 ミング(トーテム)であるカササギガンAnseranas

央2本 の棒は,彼 らの楽器のひとつ拍子木であsemipalmataや クビナガガメChelodina　rugosaな ど

る。 国立民族学博物館所蔵資料　標本番号Hが 生棲 し,彼 の祖先の精霊が生活する。 そこは
140381,写 真5は 同じくH101957　 　 　　　 死して後ブルンブルン氏の精霊が旅だつ世界で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 もある。

8)プ ロミス ト・ワイフは,EGOのFZDDの なかから選ばれる。その選択はEGOの 母の姉妹

とその配偶者によっておこなわれる。この決定がなされると,夫 となるべき男性はプロミス ト
・ワイフになるべき女性の出生から結婚後にいたるまで

,彼 女 と彼女の両親に経済的な援助を
つづけることが義務づけられる。この義務は、プロミスト・ワイフの両親が援助の解除を申し

出るか、もしくは死亡するまで課される。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 、
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(3)ブ ル ンブル ン氏 の生活史

　 1976年 に ガマ デ ィにうつ り住んだ ブル ンブル ン氏 は,都 市での生活体験を もたず,

狩 猟 による食糧獲得や儀礼への頻繁 な参加 によ って,こ の 「む ら」を経済的に も社会

的に も支 えて きた。いまガマデ ィ最大 の保有財 の持 ちぬ しであ るその彼が語 る生 活体

験(表5)は,ウ ヌウン氏 とは別のア ーネム ラン ド・アボ リジニの生活の変 化を明 ら

かにするで あろう。その生活史の時期 区分 が ウヌ ウン氏 とことなるの は,す でに述 べ

た理 由による。

　 結婚 まで　　 1953年 ご ろア ラフラ湿地Arafura　 Swampの 東 縁,ジ ンバ1〕)jinba族

の本来 の領域 に生れた ブル ンブル ン氏(氏 の名前 は彼が もつ複数の ドリー ミングのひ

とつ,あ る種の クモを意味す る)は,成 人儀礼 を うけるまえの60年 前後の ころ,家 族

とともに ミリンギ ンビの 「ま ち」 に うつる。 この移動 は,役 人の勧誘 に もとつ くもの

で はなか った(ミ リンギ ンビはメソジス ト教会Methodist　 Churchに よ って1923年 に

設立 された)。 それ はブル ンブル ン氏の父が,彼 を学校にかよわせ て英語 を習 わせ よ

うと したためであ った とい う。

　 ミリンギンビの 「まち」に うつ った彼 は,し ば らくのあいだ学校 へかよ った り,湿

地 に生 育す る野生稲 を収獲 してダー ウィンへ発送す る仕事につ いた りする。 このころ

彼 は成人儀礼 をおえた もの とみ られ る。その後あいだをおかずに,彼 は木皮画 の技法

を父 に習 った らしい。現在 の彼 は,ウ ヌウン氏 と同様 に屈指 の木皮 画家で,そ のモチ

ー フには彼 の ドリー ミングで ある 「クビナガガメ」や 「カササギガ ン」 が多 く登場す

る(写 真5)。

　 ブル ンブル ン氏 は木皮画の技法を習得す るかたわ ら,当 時 この 「まち」 に開設 され

ていた農 園(フ ィジー系 の人 が管理 していた)で,バ ナナ,コ コナ ッッ,ピ ーナ ッッ,

カ ボチ ャなどを栽培す る農園労働者 とな り,ト ラクターの運転技術を身 につ ける。そ

の技術 の習得方法 は,す でに述べた ウヌ ゥン氏 とかわ らない。

　 こうして彼 ははや くか ら 「ま ち」に暮 らしたが,キ リス ト教 には無関心であ った。

その彼 の一家 が,こ の ミリンギ ンビにいつまで滞在 したか明 らかで ない。彼 らはその

後,グ ライ ドGlyde川 下 流の 「ま ち」ナ ンガ ラー ラNangalalaへ うつ る。 ここで ブ

ル ンブル ン氏 は,食 糧 供給用船の淺橋 つ くりに したがう。 この当時か らア ーネム ラン

ド西部 の 「まち」 には,2週 間に1度 の割 でダーウ ィンか らの食糧供給船が就航 して

いたか らであ る。

　淺橋 が完成す ると,彼 はこの 「ま ち」に隣接 していた牧場 のアボ リジニ労働者を,
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表5　 ブルンブルンBulunBulun氏 の生活体験 　 ()は 推定年を示す

歴 史 的 な 状 況 個　人 的　体 験

1880-82パ ス トラル ・ブ ー ム

　 　 　 ア ー ネ ム ラ ン ド,牧 畜 業 に リー ス され る

ユ920ア ーネ ム ラ ン ド西部 に保 護 区設 定

1923　 ミ リ ンギ ン ビ ・ミ ッシ ョン開設

42　 ダ ー ウ ィ ン爆撃

　 　N・T政 府 ア リス へ(45.9ま で)

　 　 オ ー エ ンペ リの ア ボ リジニ,大 量 にダ ー

　 　 ウィ ンの 陸 軍 が 雇用[COLE　 l957:47]

47マ ニ ング リダ に交 易 所 開 設

　 　 [KYLE-LITTLE　 l957:123]

　 　 中央 ア ー ネ ム ラ ン ドの多 数 の ア ボ リ ジ

　 　 ニ,ダ ー ウ ィ ンへ流 出(50年 代)

　 　 【McKENzlE　 1976:236]

57　 マ ニ ング リダ,集 落 と して の 経 営 は じま

　 　 る

64ア ボ リジニ市民権?得

　　銃の使用許可(60年 代前半)

(66)ダ ー ウィン病院での遺体の検視はじまる

　　　(遺体のダーウィン移送が義務づけられ

　　 る)

　　 アウトステーション・ムーブメント

(70)社 会保障金(失 業保険金)支 給開始

72　 労働党内閣成立,ア ボリジニ問題省をつ

　　 うじてアボリジニ社会への積極的な援助

　　 はじまる

73マ ニングリダからの道路が整備されはじ

　　 める

76　 アボリジニ土地権法制定

78バ ウイナンガ ・アボ リジニ協同組合発足

　　 (マニング リダ)

79　 アボ リジニ芸術局(マ ニングリダ),本

　　格的活動開始

80沿 岸2㎞ 囲い込み

1953　 アラフラ湿地東縁に生れる

(60)ミ リンギンビへ移住

　　　成人儀礼,木 皮画の技法を習得

　　　トラクターの運転技術習得

　　　ナンガラーラへ移住

　　　父,死 亡

(63)マ ニ ングリダへ移る

　　　製材所の仕事につ く

　　　牧童の仕事につ く

(68)リ ンジャルラと結婚

　　 工芸品買い上げの補助につく

(70)ア ウ トステーションへの食糧供給の仕事

　　 の補助につく

　　モルゴラム建設に参加

　　プロミス ト・ワイフをめぐる争いに破れ

　　る

76ガ マディに移る

　　この頃から木皮画製作に専念

86故 地にアウトステーション建設を計画
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トラクターで送迎 す る仕事 をえ る。 この仕事 に従事 していた60年 代前半 と推定され る

ころ,彼 は父を亡 くしてい る。 この父の死を契機に,ミ リンギ ンビで生れた弟 のゲ ェ

ルゲ ェル氏 とともに,彼 はナ ンガ ラー ラを はなれ,建 設ま もないマニ ング リダに うつ

った。

　結婚後　　 ここで は,ユ ーカ リ属 の樹木を伐採 ・製材 し,ダ ーウィンへ搬 出 してい・

た製材所 の仕事 をへ て,し ば らく牧童 と して働 くことにな る。当時のマニ ング リダに

は,い まの警察署 のす ぐ背後 に　(図3参 照),牛 の 移送にそなえたヤ ー ドがあ った。

このヤー ドは,オ ーエ ンペ リ方面か らローバ ー ・リバー方面 へ移送 す る牧 牛を一 時的

に管理 する施設で,彼 はそこで朝ゲ ー トをあけ,夕 方には牧 牛をヤー ドに入 れ る仕事

についた。 この ころ,ブ ル ンブル ン氏 はウヌウン氏の姉 リンジャル ラ1・in(ljarlaと 結

婚 す る(ブ ル ンブル ン氏15歳 ごろの ことか)。

　 その後 ほどな くして牧童 をや めた彼 は,や がてマニ ング リダの白人に見 いだされ,

ア ボ リジニが製作 する木皮画 や彫刻,カ ゴな どを購 入 し都市へ販売 す る仕 事の補 助に

つ いた。 しか し,こ れ も長 くつづかなか った。彼 の親族 関係にある人 びとがその作 品

を高 く購入す るよ うせま るなど,彼 らとのあいだにい さかいが絶 えなか ったか らだ と

い う。

　 70年 代 になると,マ ニ ング リダの 「ま ち」の周辺 にはい くつかの 「む ら」 が建設 さ

れは じめ,そ れ らと 「まち」を結ぶ道路が整備 されて くる。 この ころ 「まち」のマ ー

ケ ッ ト(開 発協会MPAが 管 理 ・運営す る)は,ト ラ ックによ る各 「む ら」へ の,小

麦粉 や缶詰 などのマ ーケ ッ ト・フーズの供給を開始 す る。 ブル ンブル ン氏 は,こ の食

糧供給 トラックで食糧品を販売す る仕事に,白 人 とともにたずさわる ことになる。 こ

の当時,ガ マ デ ィはまだ建設途上 にあ った。 ブル ンブル ン氏 が食糧 その他 を運んだ の

は,マ ニ ング リダ東部の ブララ族の 「む ら」コパ ンガKopanga(図2参 照)を は じめ,

南 部 の レンバル ンガ族や グウィングGunwingu族 が居住 する 「む ら」で あ った(73

年 当時,「 む ら」の数は5つ とも記録 されて いる[BoRsBooM　 1978:1-5])。

　 「マ ニ ング リダ には長 いあ いだ暮 らしていて,い ろんな仕 事を した」とい う彼 は,

トラックの運転技術 を習得 した後,ジ ンバ族の 「む ら」ムルゴ ラムMurrgolamの 建

設 に参加 す る。 しか し,ム ル ゴラムで は役場をつ うじて貸与 された トラックをめ ぐる

争 いが絶 えなか った。 それ ぞれ の人が それぞれの 目的のたあに,ト ラ ックを うばいあ

うことがつづ き,ブ ル ンブル ン氏 もこの争いにま きこまれ る。 その うえ彼 は,こ の こ

ろプ ロミス ト・ワイフをめ ぐる争 いに破れ る。

　 この争いは,彼 が慣 習に したが って,プ ロ ミス ト ・ワイ フとな った女性 とその家族
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に経済的な援助をしてきたにもかかわらず,彼 女は別の男性(彼 らの年齢段階に した

がって成人にたっした男性で,当 時のブルンブルン氏より年長で社会的な地位がたか

かった)と 結婚 したことにはじまる。その詳 しい経緯は語 られなかったが,と もか く

彼はその女性を妻にむかえることができなかった。

　そのためブル ンブルン氏は,さ きにマニングリダで結婚 した妻の リンジャルラとと

もに,ム ルゴラムを逃げだ し,妻 方(ガ マディ)に 居住することを選んだのだという。

それはウヌウン氏が軽飛行機用の滑走路を建設 していた76年 のことである。

　ガマディにうつったブルンブルン氏は,散 弾銃 とライフルを購入 し,食 糧?得 のた

めの狩猟に頻繁にたずさわる(ア ーネムランドでは,60年 代前半に銃の使用が許可さ

れた)。 その獲物が 「む ら」に滞在する成員に配分 される。 その一方で,彼 は木皮画

の製作に専念 しはじめ,79年 か ら本格的な活動をは じめたマニング リダのアボリジニ

芸術局から数回にわたる生活資金の援助をうけるとともに,大 都市での展覧会にしば

しばでかけるようになる。

　 しかし,ブ ルンブルン氏がガマディにうつって10年,87年 になると彼はつぎのよう

に語 る。

　 「マニングリダに7～8年,ガ マディに10年 ほど暮 らした。長いあいだわたしの故

地(ア ラフラ湿地の東縁)を たずねていない。そこに 「むら」をつ くり,兄 弟姉妹の

家族(ゲ ェルゲェル氏とその家族など)が 集まって暮 らしたい」。

　 ジンバ族であるブルンブルン氏は,ジ ナン族の領域の 「むら」ガマディに暮らして

きたからである。ブル ンブルン氏のこの願望 は,ア ボ リジニが可能な限 り彼の故地で

生活 し,そ こで,ま たはその近 くで死ぬことを熱望するという,彼 らに固有の故地へ

の愛着[PETERsoN　 l975:60-63]の あらわれとみられる。この故地への愛着は,故

地は現実の世界であると同時に,祖 先の精霊が暮らす世界でもあるという,彼 らの神

話にもとついている。

3.生 活 史 の 分 析

　時間の経過に沿って一応の記録ができた2つ の生活史を,生 活の変化に焦点をあて

て検討 してみると,い くつかの注 目すべきことがらが明らかになる。そのひとつは,

アーネムランドに特徴的な絵画である木皮画を,こ の2人 がさかんに製作する時期で

ある。ウヌウン,ブ ルンブルン両氏はともに成人儀礼の後に父からその手ほどきをう

けるが,本 格的な製作は彼 らがガマディでの生活を開始 した1970年 代後半からである
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らしいとい うことであ る。

　 ジナ ン族 の本来 の領域 に 「む ら」 を建設 し,食 糧の5割 を狩猟動物 に,残 りをマ ー

ケ ッ ト・フーズに依存す る生活[松 山　 1988a:613-646]を は じめた彼 らに とって,

生 活 の規範であ るクランの神 話[BERNDT　 l984:1221や 個 々人の ドリー ミング(ト

ーテム)を 描 いた木皮 画の製作 は
,自 らのアイデ ンテ ィテ ィを確認す る手段 とじて め

重要 な意味が与え られ は じめ る。 なぜ な らば,彼 らの思想によ ると,男 性 が継承 する

父系 クランの神話や ドリー ミングを描 いた木皮画 のモチ ーフとその意味は,遠 い祖先

の時代か ら時を こえて不変であ る。 しか も,そ れを描 くことと描かれた木皮画 のス ト

ー リーを語 ることは
,あ る年 齢段階 にた っした父系 クラ ンの男性のメ ンバーにのみ許

され た行為だか らであ る[MoRPHY　 l　978:208-219]。

　 さ らにマニ ング リダの 「ま ち」のアボ リジニ芸術局(Aboriginal　 Arts　and　 Crafts

Centre)を つ う じて,ア ボ リジニ芸術振興協議会(Aboriginal　 Arts　Board)力 塑 備 し

た販路をつか った木皮 画の販売 は,白 人社会 に対す る自民族文化(白 人 社会 か らはア

ーネム ラン ド・アボ リジニ と して一括 され る文化)が 存在す ることの主張を可能にす

る。 それ ばか りでな く,木 皮 画の製作 と販売 は,彼 らが貨幣経済にあ らたに対応 する

ことをも可能 にす るもの とな った。 それは,現 在の彼 らに とって もっとも重要 な市場

指 向型 の経済活動 となってい る[ALTMAN　 1982:14-17,1987:47-57〕 。

　 この木皮画 の製作 は,彼 らがガマデ ィに居住 する以前 にもおこなわれたであろ う。

しか し,そ の機会 はきわ めて稀で はなか ったか と思 われる。 た とえば ウヌウン氏の場

合,成 人儀礼 につづ く青年期 を 「白人 社会にあ こがれて」都市です ご したあ と,ア ー

ネムラ ン ドで はアウ トステ ーシ ョンの建設 に従事 する。彼 が木皮画製作の機会 を もて

たのは,お そ らくメル ウェ ンビとマニ ング リダに滞在 した十数年 ほどのあ いだであろ

う。 しか し,メ ル ウェンビで は父の教えによ うや く本格 的な関心 をいだいた時期であ

り,彼 が うつ り住んだ 当時 のマニ ング リダは,異 部族 の混住 のなかで生活す ること自

体 に緊 張を強い られ,長 老が もっていた権威 も無視 され る状況 にあ った。 この ころの

マニ ング リダで は,彼 らの文化が もった価値が ほとん ど意味 を うしないか けて いた。

　 さらに ウヌ ウン氏 の生活史 をブル ンブル ン氏 と対比 してみ ると,ア ウ トス テーシ ョ

ンの建設 などをとお して,こ の2人 が 自 らの文化への こだわ りをみせ は じあるの は,

20歳 代 後半 か ら30歳 代前半 の年齢段階 に到達 してか ららしい ことが うかがわれ る(表

3・5参 照)。 こうした精神 的な状況 を想定す ると,ガ マデ ィでの生活 をは じめる以前

には,木 皮画をほ とん ど製作 していなか ったと思われ る。

　 木皮画の製作 と販売は,む しろ70年 代 後半 のマ ニング リダにおけ るアボ リジニ芸術
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局 の設 置と,ア ウ トステ ーシ ョン運動 とい う歴史 的な状況の なかで,加 速度的に展開

して きたので はないか と考え られ るのであ る。

　生活史 に見 い出され る注 目すべ き事 実のふたつめは,現 在,彼 らが保有す る生活財

と生活経験 とのかかわ りであ る。

　すで に述べ たように,都 市での生活体験を もたないブル ンブル ン氏 は,い まガマ デ

ィ最大 の保有財 の持 ちぬ しであ る。 その彼が近年にな って購入 した ものには,67品 目

130点 を こえ る雑多ないわゆ る白人的な財があ る(表6)。 そ のなかには,狩 猟用 の散

弾銃 や ライフル,洗 濯洗剤,展 覧会 のための大都市への旅 行用 トランク(ふ だん は衣

類 が入れ られ る)と ズ ック靴 をは じめ,冷 蔵庫の ようにとりあえずの用途 を もたない

ものか ら9、,儀 礼で うたわれた 「うた」を自 ら録音 し聴 くた めの ラジオ ・カセ ッ ト・デ

ッキ,テ レビとビデオ ・デ ッキのセ ッ トにいたるまで が含まれ る。 このテ レビとビデ

オ ・デ ッキは,現 在ガマデ ィの人 びとに最大 の娯楽 を もた らしてい る。彼 らはほとん

ど毎 日,日 没 と同時に屋 外に もちだされたテ レビに集 まり,ビ デオ映画(ナ レーシ ョ

ンは英語)を 観賞 してい る10)。 電 源 は,ガ ソ リンを燃料 にす る小 型の発電器 であ る。

　 これ ら多数の保有財の うち,冷 蔵庫やテ レビとビデオ ・デ ッキのセ ッ ト,扇 風機 な

どの耐久消費 財 は,86年 に購 入 された。 その購入 資金 の大部分 は,木 皮画 を販売 して

えた収入であ る。 この時期にあた る85年 か らの1年 間に,ブ ル ンブル ン氏 がマ ニ ング

リダ のアボ リジニ芸術局をつ うじて販売 した 木皮画 は15枚,そ の売却代金 は5,000ド

ル(邦 貨 に換算 して約50万 円)に たっす る。

　 このほか現在 のブル ンブル ン氏の現金収入 には,マ ニ ング リダのバ ウイナ ンガ ・ア

ボ リジニ協 同組合(BAC)を つ うじて,2週 間 に1度 支給 され る失業保険金があ る。

その額は妻の リンジャル ラとあわせ て,年 間8,700ド ル(87万 円)ほ どにな る(た だ し,

ア ボ リジニ芸 術局 をつ うじて生活資金 の援助 を受けて いるあいだ は,失 業保険の給付

が停止 され る。 したが って両者 は,ほ ぼ相殺 され ると考えて よい。 ウヌウ ン氏の場合

も同様であ る)。 その大部分 はマ ーケ ッ ト・フーズの購入 にあて られ るが,い くば く

かの残金 と木皮画の収 益が数多 くの財の保有 を可能 に して いるのであ る。

　 一方,都 市生活の経験 を もち,ブ ル ンブル ン氏 と同様 に著 名な木皮画家であ るウヌ

ウ ン氏 は,木 皮画か ら年間5,200ド ル(邦 貨で約52万 円)の 現金収入 をえてい る(85年

9)ガ マディでは,野 生獣の肉を保存する行為はまった くない。たとえば,水 牛を捕獲 した場合

　でも,「むら」成員が必要な量を切りとったあとの大部分は、その場に放置する。

10)彼 らが好んで観るのは,ジ ャッキー・チェンやブルース ・リーが主演するカンフー映画をは

　じめ,「 ボクサー」や 「ランボー」,ジ ム ・カーター主演の 「カラテ」といったアメリカ映画な

　どである。その種類はアクションものが中心で、しかも比較的あたらしい。これらのビデオ ・

　カセットは,ダ ーウィンで購入することが多い。
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表6　 ブル ンブ ル ンBulunBulun氏 の保 有 財

分 類 1984年 86年(特 に加わったもの) 88年(特 に加わったもの)

狩猟採集具 ラ イ フル1,散 弾 銃1,散

弾1箱,山 刀1,ナ イ フ2

オ ノ1,*鉄 棒2,釣 糸3

犬1匹

野生食糧

マ ー ケ ッ ト

・ フ ー ズ

衣　類

耐久消費財

生活雑貨

住まい

儀礼用具

木皮画など工芸品製作

用具

カメ5匹(生 体のまま一時

的に貯蔵)

ノ」、麦 粉 缶1,コ ンビー フ缶

3,塩1箱,粉 ミル ク缶2

砂 糖4袋,紅 茶2箱,タ バ
コ缶4

男 女 衣 類 多数(Tシ ャ ツ,

半 ズ ボ ン,パ ンツ,ワ ン ピ
ー ス,ス カ ー ト,パ ンテ ィ,

ブ ラ ジ ャー な ど),帽 子(女

性 用)2

ラ ジオ カ セ ッ ト ・デ ッキ1

カ ップ4,**ビ リー缶4,

フ ラ イパ ン1,ア ル ミ トレ
ー1 ,ポ リエ チ レ ン水 タ ン

ク3,き せ る1,懐 中電 燈

2,ラ ンプ1,洗 面 器2,

洗 濯 カ ゴ1,洗 濯 洗 剤1箱

石 鹸4,歯 ブ ラシ1,鏡

(破 片)1,蚊 と り線 香1箱

蚊 よけ薬1缶,ズ ック靴2

足,ゴ ム 草履1足,カ バ ン

3,　 トラ ン ク4,ハ ン ドバ

ック1,カ セ ッ ト ・テ ー プ

13,ノ コギ リ1,自 動 車用

蓄 電 池8

冷蔵庫(利用機会なし)1,

扇風機1,発 電機(故 障)1,
テ レビ1,ビ デオ・デッキ1

電球3,電 気 コー ド3

トタ ンの家 屋2,ナ イ ロ ン

テ ン ト1,天 幕2,ウ レタ

ンマ ッ ト2,毛 布4,シ ー

ツ5,枕3,カ ヤ3,牛 皮

の 敷 物1

発電機小屋(損 壊)1

ブ ー メ ラ ン1対,「 星 まつ

り」 の ポ ー ル2本,木 製 ラ

ッパ1,儀 礼 用 編 み袋2

木皮画用樹皮8枚,顔 料多

数,顔 料用のすり石3,筆

8本,糊2缶,ナ イフ2

トラ ック(故 障)1,ラ ジオ

カ セ ッ ト ・デ ッキ2

　表の分類にある 「野生食糧」と 「儀礼用具」,お よび 「工芸品製作用具」のうちの樹皮,顔 料,

す り石を除く他のすべての 「もの」は,購 入された財である。

　*鉄 棒;カ メ猟の際,土 中にひそむカメをさぐるのに使用。
**ビ リー缶;ブ リキ製の湯わかし。
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9月 か らの1年 間,売 却 した木皮 画は11枚)。 さらに ウヌウン氏 には,自 身 と2人 の

妻への失業 保険金をあわせて,年 間14,300ド ル(143万 円)が 支給 されてい る。 これ

にもとついて,彼 もまた55品 目80点 あ ま りの生活財 を保有す る。そのなかで88年 に彼

が購入 したお もな耐久 消費 財には,テ レビと ビデオ ・デ ッキのセ ット,4輪 駆動の ト

ラ ック,自 転車 と三輪車 がある。 これ を保有す るにいた った動機 は,彼 によ ると,テ

レビは一般放送(1チ ャンネル のみ)が86年 か ら受信で きるよ うにな った こととビデ

オ映 画を鑑賞 するためで あ り,ト ラ ックは狩猟な どの ときの移動をたすけるため,三

輪車 と自転車 とはプロ ミス ト・ワイフであ るワイマ ンパ とのあいだに生 れた ジュンジ

ュロにせがまれたか らで ある(表7)。

　 この ウヌ ウン氏 とブル ンブル ン氏 の保有財 を くらべ ると,両 氏が保有 す る品 目の種

類 には統計 的な差 がみ られない。 しか しその量に は0。1%レ ベル(X2=11.90)で 有 意

な差が認め られ る。 この量 の差 は,両 氏の都市での生活経 験の有無 を反 映 した もの と

思われ る。つ ま り,白 人 社会 にあこがれ は したもののそ こか らのがれ,ア ウ トステー

シ ョン建設 に従事 した ウヌ ウン氏 には,比 較 的に実用性のたかい財を選択 的に購入で

きるような生活経験 があ った。 これ に対 してブル ンブル ン氏 は,都 市生 活の経験 を も

たない反面,大 都市の博物館な どで開催 され る木皮画の展覧会 などを とお して,都 市

をお とず れる機会 を最近 になって多 くもつ ようにな った。 その結果,彼 は雑多 な財 を

数多 く保持す ることで,白 人的な生活を とりこもうとして い るよ うにみ られ るのであ

る。

　 しか し,保 有財 にみ られ る量の差を,都 市 での生活経験 の有無 にのみ求 あるの は危

険 か もしれ ない。 なぜ なら,ガ マデ ィの成員 で都市生活 の経験 がないガジ ャオ ウラ氏

は,い まだに トタ ンの家屋 を もたず(表7),そ の保有財34品 目45点 は 「む ら」での

生活 に必要 な最少 限の ものに限 られてい る。 その質 と量 か ら彼 は,可 搬性のあ るもの

が価値が たかい[WARNER　 l964:135-138]と い う,「 もの」 に関する従来の価値観

をなお保持 してい るともいえ るか らであ る。

　 しか し,こ れに も留保が必要 であ る。 なぜ な らば,木 皮画 や彫刻 による彼の収入 は,

近 年 になって増加 して きた とはいえ,86年1.月 か らの1年 間で も2,000ド ル(20万 円)

にす ぎないか らであ る(失 業保険金 は妻 とあわせ て年間8,700ド ル)。

　 これ らの事実は,ア ウ トステー ションに暮 らすアボ リジニの保有財についての,つ

ぎのような推定を可 能にす る。都市で の生活経験 を もつ場合 には,保 有財を選択 的に

購入 する傾向 がある。それに対 して,そ の経験 を もたない者で,都 市への頻繁 な旅行

を体験 して いる場合 には数多 くの雑 多な財 を保有す るが,そ の経験 さえ もたない場合
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表7ウ ヌ ウ ンWunuWun,ガ ジ ャオ ウラGa(ljaowra両 氏 の保 有 財

分 類 1986年
ウヌウン氏

88年

(特に加わ ったもの)

ガジャオウラ氏
1986年 88年

(特に加わったもの)

狩猟採集具

野生食糧

マ ー ケ ッ ト

・フ ー ズ

衣 類

耐久消費財

生活雑貨

住まい

儀礼用具

木皮画など
工芸品製作
用具

散 弾 銃1,漁 網1,

ヤ ス1,山 刀1,ナ

イ フ1,オ ノ1,犬

4匹

カササギガ ン1羽

(一時的に飼育)

小麦粉5袋,紅 茶1

箱,粉 ミルク缶1,

缶詰類5,砂 糖3袋

男女 衣 類 多 数(Tシ

ヤ ツ,半 ズ ボ ン,パ

ンツ,ワ ン ピー ス,

ス カ ー トヨパ ンテ ィ

ブ ラジ ャーな ど)

トラ ック(ガ ンダ デ

ィ ラが使 用)1,ラ

ジ オ カセ ッ ト ・デ ッ

キ1,無 線 電 話1

カ ップ3,ビ リー缶

2,ポ リエチ レ ン水

タ ンク2,き せ る1,

トラ ンプ1,懐 中 電

燈1,ラ ンプ1,洗

濯 洗剤1箱,石 鹸2,

蚊 と り線 香1箱,虫

よ け薬2缶,ズ ッ ク

靴1足,ゴ ム草 履2

足,ト ラ ンク1,自

動 車用 蓄 電 池5

トタ ンの家 屋2,ウ

レタ ンマ ッ ト3,ビ

ニ ー ル シー ト1,毛

布3,シ ー ツ3,枕

1,カ ヤ2

儀礼用編み袋1,木

製ヤリ3本,ヤ リの

素材5本

顔料多数,顔 料用の

すり石1,筆3本,

糊1缶,ナ イフ2本

トラ ック1,自 転 車

2,三 輪 車2,テ レ

ビ ・ア ンテ ナ1,テ

レビ1,ビ デ オ ・デ

ッキ1,発 電 機1

電 気 コー ド2,ビ デ

オ ・カ セ ッ トテー プ

15,携 帯 用保 冷 箱1,
*ジ ェ リー缶3

ベ ッ ド(マ ッ トな し)

1

散 弾 銃1,ヤ ス2,

ナ イ フ1,オ ノ1,

鉄 棒1,犬2匹

小麦粉1袋,砂 糖1

袋,紅 茶1箱

男 女 衣 類 多 数(Tシ

ヤツ,半 ズ ボ ン,パ

ンツ,ワ ンピー ス,

ス カー ト,パ ンテ ィ,

ブ ラジ ャー な ど)

カ ップ2,ビ リー缶

1,ポ リエ チ レ ン水

タ ンク1,き せ る1,

懐 中電 榿1,ラ ンプ

1,洗 濯 洗 剤1,ゴ

ム草 履2足,ノ コギ

リ1

ナ イ ロ ンテ ン ト1,

ウ レタ ンマ ッ ト1,

毛布2,シ ー ツ2,

枕1

儀礼用編み袋1,ヤ

リ投げ器1

筆5本,ナ イ フ2本,

ノ ミ2丁,包 丁1本,

サ ン ドペ ーパ ー-1巻

カメ37匹 ・(雨季の食

糧として)

天幕1

*ジ ェ リー缶;ガ ソ リ ンま た は 軽油 を 一 時 的 に貯 え る181入 りの 缶 。
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には,ほ とん ど財を保有 しない傾 向を示す とい う推定であ る。いずれに して も,生 活

経験 は保有 財のあ りかたに反映 され るといえよ う。

　 生活史が明 らかにす る3つ めは,「 む ら」つ ま りア ウ トステ ーシ ョンの次世代 への

継承であ る。ア ウ トステ ーション運動 とい う歴史 的な状況のなかで,ウ ヌウン氏がガ

マ ディ建設を決意 したの は,30歳 代 後半で あ る。 それか ら二十数年を経た現在,ガ マ

ディに暮 らす ブル ンブル ン氏は,い まあ らたに 「む ら」の建設を計画 してい る。 その

場所 は,ジ ンバ族 グ ァナル ビングGuanalbingu氏 族 で ある彼の故地,ア ラフラ湿地

の東縁 である。 そ こに 「む ら」 をつ くり,彼 の兄弟姉妹 とその家族 とが一緒 に生 活す

る計画で,ブ ル ンブル ン氏はすでに彼 らの同意 をえて いるとい う。

　 これが実現 す るか否かは別 として も,彼 の計画 は,ア ウ トステ ーシ ョン運動の次世

代への継承 を意味す る。 さらに興味深 いのは,彼(ブ ル ンブル ン氏)が ウヌウン氏 と

同 じく30歳 代 後半 に 「む ら」建設 の決意 をかためて いることであ る。それ は,さ きの

木皮画の製作 時期に示唆 された自 らの文化へ の こだわ りを思 いおこさせ る。彼 らは,

こ の年齢段階 にいた ると,類 似 の思 考ない し社会 的イメージとで もい うべ きものをい

だ きはじめ るのだろ うか。

　 アボ リジニの一生 は,最 初 の成人儀礼 につづ くい くつかの儀礼を経て,社 会 的な役

割 や神話 に関す る知識を?得 して い く年齢段階一 子供,若 者,成 人初期,成 人,長

老 とい ったよ うな　 　を移 ってい くのが 一般的だ とされ る 「ELKIN　 1981:201-一 ・213;

BERNDT　 and　 BERNDT　 l985:211-214]。 成 人 ない し長老 の年齢段 階に到達 し,多

くの神話 に 関す る知識を もつにいた った アボ リジニは,故 地 へ の 愛着 「PETERSON

l975:60-63]の 意 識を顕在化 させて い くので はないだろ うか。

　 アウ トステ ーションの建設計 画を こうした心情 のあ らわれ とみれば,彼 らの固有 の

価値体系　　現 実の世界であ ると同時 に祖先 の精霊の世界で もあ る故地を,自 らの存

在のよ りどころ とす る価 値の体系　 　は,な お将来 にわた って維持 され ると予測で き

るのであ る。そ して,こ の体系が維持 される限 り,狩 猟動物 に食糧のい くらかを求め,

ク ランの神話 な どを描 いた木皮画 を製作 し,成 人儀礼や 「星 まつ り」 などの儀 礼をお

こなう生活がつづけ られ るもの と思わ れる。

4.ま と め

　ガマデ ィ 「む ら」 の2人 の生活史か らは今世紀 におけ るアーネム ラン ド・アボ リジ

ニの生活の変化 の一端 が知 られたbそ の近年 における変化,と りわけ60年 代末 か ら70
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年代にかけての故地でのアウ トステーション建設の動 きは,彼 らが狩猟採集に基礎を

お く生活を意図的に選択 しようとしていることを暗示する。そしてその生活のなかで,

彼らは神話や ドリー ミング(ト ーテム)に モチーフを求めた木皮画を製作 し,そ の背

後にある遠い祖先の時代から変ることのない神話を語 り,自 らの文化の存在を確認す

る。さらに彼らは,こ の木皮画の販売をとおして自民族文化を対外的に主張すると同

時に,貨 幣経済へのあらたな対応の方途をみいだしはじめている。 こうしたアウトス

テーションでの生活が国家にあとおしされたものであるとはいえ,あ るいはそれゆえ

に,そ の次世代への継承は,彼 らの今後の生活文化におおきくかつ直接的な影響をも

たらすものと予測される。

　これまで述べてきたこの生活史は,冒 頭に記 した多 くの制約をかかえている。それ

にもかかわらず,2人 が語ることが らからは,上 のような予測が可能である。それが

当をえたものであるかどうかは,次 世代の彼らの子供の生活体験を記述することで明

らかにできるであろう。その意味でこの報告 は,生 活史にもとついてアーネムランド

・アボ リジニの文化変容を論ずるための,筆 者の試みのひとつである。

付 記

この報告のもとになった資料は,1982・84・86年 度 の文部省科学研究費海外学術調査(研 究代

表者 ・国立民族学博物館小山修三氏),お よび88年 度 の同調査(代 表者は筆者)に よってえたも

のである。
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